



































































































ミニガイ（年頭の住民健康願い）で始まり、新学期のシートガンニガイ（学童の学力向上の願い）など島の人びとの平安と健康を願う祈願から、ズユシニガイ（魚寄せ願い） 、ウフビューイニガイ（粟の豊作願い） 、マミダミニガイ（豆の豊作願い）などの漁業と農業の祈 にいたるまで、代々引き継がれてきたツカサンマの手帳に記録される祭祀と神願いは五〇に余る。ツカサンマは五人によって構成され、任期は三年である。
一
. 、最高職のフズカサンマ（大司） 。 「フンマ」ともいう。フは大の意味ですべての神事の責任者でもある。
二
. 、 「アーグシャー」アーグを歌うツカサンマのこと。 「アーグシャ （者） 」あろうが、ここでは当地の呼称に従う 神憑り 役目を担うことから、別名カカランマ、カカリ ンマとも呼ばれる。
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操業開始前の総合的な願い） 、②マビトゥニガイ（組合員の健康願い） 、③シンドゥニガイ（船長のための願い） 、④ウヤカタニガイ（船主のための願い） 、⑤ウフユダミニガイ（豊漁を祈る願い） 、⑥ウヤカタ・ウフユダミ・ニガイ（船主がもうけるようにとの願い） 、⑦カリウスダミニガイ（海上の安全を祈る願い） 、⑧ボースンダミニガイ（水夫長のための願い） 、⑨キカンシャニガイ（機関士のため 願い） 、⑩カイケイニガイ（カツオ船の出納を担う会計係 ための願い） 、⑪ミガ ・ミッビイヌ・ニガイ（望遠鏡で魚群を探し当てる人のため ⑫キカイダミニガイ（エンジンが故障せずに潤沢に操業できるようにとの願い） 、⑬リューキューニガイ（竜宮の神 お ⑭オワリ 漁期終了の祈願）である。このうち①、④、⑬、⑭は、最も重要で豚を殺して海の神に献上し、参加者と共食する大がかりな「ワーガンニガイ」 （後述）である。　
池間島のカツオ漁業を最後まで模索してきた宝幸丸船主の川満安生さん（前出）と、三〇年ぶりに






























を譲り受け、池間だけで本格的な経営にのりだした。二、三〇人で出資して新造船を建造したものも含め、漁福丸、池間丸、宝山丸、重宝丸、漁生丸の五隻のカツオ船が誕生した。いち早く日本本土から機関士 招いて帆船から発動機船に動力化を図った は重宝丸であり、他船も相次いで動力化 。　
一九一五年、二七歳にして漁業組合の組合長に就任した仲間屋真は、本格的に専門のカツオ節の削






































ク諸島やポナペ島などに渡 、カツオ漁 従事した。 洋群島は一九一九年、日本が国際連盟によっ
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進さんは島でも指折りの漁師だった。 「吉進丸」 （一二・二八トン）を操り、カツオ漁に従事し、閑期は石巻落としでその水揚げを誇ってき いま長男の満也さんが引退した父の船を引き継ぎ、父から学んだ伝統の石巻落としで、ミーバイやマチなどの高級魚を釣り上げている。満也さんはまず石にこだわる。一般に用いられる粉砕した鋭角な琉球石灰岩ではなく、波や砂に洗われて周りが削られた自然の石を用いる。釣り糸が石に密着 て途中で切れたりするトラブルが少ないからで、日ごろか 適当なも を拾い集めておく。餌はグルクンの稚魚 どを用い、切り身に釣り針をかけ、三〇〇グラムほどの琉球石灰に載せて先糸ナイロンテングスを数回巻いて固定 。さらに細かく刻んだ撒き餌を加えて巻き付け、 糸をはさみ止める。その間ほんの二〇秒ほどだ。　
漁場に向かい、船に備え付けられた探知機が魚の群れを捉えたら、その一〇〇メートル手前にアン





























































の北方一五キロメートル 洋上 「幻の大陸」と呼ばれる広大な 群 八重干瀬が浮上する。日本文化の源流を南方に求めた柳田国男の構想の舞台「海上の道」である。柳田は中国大陸から通貨としての宝貝（中国では海巴、池間ではスビー）を求めて、八重干瀬に渡ってきた漂流民を日本人の祖とみた。八重干瀬は柳田が注目した宝貝ばかりでなく、シャコ貝、 瀬貝など貝類 宝庫であった。海上に干出 、一〇〇を超えるサンゴ礁群の総面積は南北に 〇キロメートル、東西に六・五キロメートル（一九九九年国土地理院作成地形図） 。その広さは宮古島（一五八・七〇平方キロメートル） 一〇分の一に当たる。
328
　
また八重干瀬は「やえびし」をはじめ「やびし」 （狩俣） 、 「やぴし」 （島尻）など各地で呼称がまちま
ちだが、一九九九年、国土交通省国土地理院が進める八重干瀬の地形図作製に伴い、同院から呼称の統一を求められた平良市（現・宮古島市）は、生活圏としてなじみ深い池間島で呼ばれている「やびじ」とすることを決定。八重干瀬地形図に「八重干瀬（やびじ） 」と記載された。　
ふだんは海面の底に眠っている礁原が、刻一刻と海上に姿を現すと、テーブルサンゴやエダサンゴ



































イ） 、タマビ（ハマフエフキ） 、フナズ（イソフエフキ）などが次つぎと女たちの手 かかっている。サ
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ンゴ礁のすき間に潜んでいるニグー （シャコガイ） 、ンナ（サザエ）なども見落としたりはしない。 「ンナトゥイガズ」と呼ばれるカギ状の漁具ですばやくかき出す 礁にへばりつき口を開いたシャコガイは、 「ガギジャ」の細いカギ部分を貝柱に突き刺し、左右に動かして剥ぎ取る。　
こうして海の彼方からウイラ（海上の神）によって運び込






































































































































































































































れなずむ海辺で男たちが豚の解体に取りかかろうとしていた。首を絞められた豚は、全身を覆っている硬い毛をガスバーナーで取り除かれていた。すると死んだと思った豚が息を吹きかえし、猛スピードで逃げ出した。高額な豚を逃 すわけには かない。男たちは必死でその豚を捕える。そんなハプニングの後、豚はべニア板に載せられ、解体が進められた 頭をていねいに切り取り、肝臓、心臓脾臓などの内臓をきれいに海水で洗い、祈願に用いられる「ハナ」と呼ばれる「尾、目、耳、爪」などの先端を切り落とし、バナナの葉に包んで持ち帰る。神に供えるための骨を分離し、肉は食用として大鍋で煮込む。現在は「屠畜場法」などで、屠場以外で食用の獣畜を屠殺解体することは禁じられているため、もはやこうした光景に出会うことはない。　
ワーガンニガイを受けるのは仲地勇人さん（一九五八年生まれ）だ。ちょうど三〇年前、二九歳を
迎えた勇人さんは独立して沖縄本島南部の島尻郡与那原町に車の修理工場を開い 家庭を築き、三人の子の父として、活気に満ちた年 あった。そんな時代のある夏 日、友人三人で恩納村字名嘉真の海へ潮干狩りに出かけた。沖縄本島北部の西海岸に位置し、北西 東シナ海を望むミッションビーチ付近にあるプライべートビーチだ。砂浜 小さな洞窟で昼食をしようと、持参したウォーターキーパーの冷たい水でのどを潤 い とき、真っ青な顔 した若い青年がふらふらと姿を現し、水を求
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る水浜広場 すっかり日が落ち、花米、塩、神酒が供えられ、暗黒の海に向か 祈り 捧げられた。勇人さんも母も父もその長い祈りに従い、無事を願った。　
祈りの場は自宅に移され、解体された一頭分の豚の骨が
盆に載せられて仏壇前に供えられる。切 落とされた四つ足、鼻、耳、しっぽの先端が広げ 、その上 あばら骨を重ね 最上に肋骨を載せて、豚があおむけになった体形にかたどる。煮込んだ肉の部分は関わったすべての人に分配される。　
当時、私は島の二大行事である「ユークイ」と「ミャークヅツ」を中心に調べていた。たまたま遭












クイを調査する幸運に恵まれた。ユーは豊穣、クイは乞うを意味し、豊穣を祈願する祭祀である。現代化の潮流の中で祭祀の担い手であるツカサンマ なり手がないことはすでに述べた。それだけに地元では祭祀継承をさぐ 意味からも、記録を残す重要性が望まれて た。　
私が出会ったツカサンマは、最高神職のフズカサンマ（新城サヨ・一九三二年生まれ） 、アーグ（神
























































































































































































のお弁当をオハルズ御嶽に届ける役割を仰せつかる幸運を得た。明け方三時、母ナツさんが準備した大きな にぎり五個とゆで卵、マヨネーズであえたキャベツ、飲み物 入った蓋つきの籠（ビラフ）を預かった。暗闇の中をオハルズ御嶽へ。第一の鳥居前には夜食 持参した大勢の家族が集まっていた。フズカサンマの夜食を担当した私は促されて先頭に立 。靴 脱ぎ、コンクリートの参道を行くと素足に冷気を感じ、緊張感が増していく。　
懐中電灯を照らすのは足元だけだ。決して周囲を照らしてはならないと、前もって注意を受けてい









はっきり自覚するという。リズムと旋律に身をゆだねると、その声は時に高く、時につぶやきに似た低音になっていく。しかし限りなく多いアーグの歌詞を完全に身につけていないと 神霊が乗り移った状態に らな という。とはいえこれだけ長い歌詞を完全に覚える は並大抵ではなかったと、マサヨさんは述懐する。　「畑に行くときもメモを持参して暗記しました。気づいたら仕事は手つかずのままで日が暮れていました」 。マサヨさんの母、山城メガガマさん（一九〇一年生まれ）は戦後二代目のフズカサンマを務め、父方の祖母もアーグシャーだったが、家庭内で神憑りのことを話題にしたことはなかった。　一時間を超えるアーグが終わると、神女たちは立ち上がり、キャーン（草冠）をかぶり、両の手に










































































返ったミャーナカで、ツカサンマ五人は輪になり、フヅカサンマが先導してクイチャーを踊る。 「イヤササ、イヤササ」と手拍子が入り、 「待ってました！」と、かん高い笑いとさんざめきが一〇分ほど続く。ツカサンマたちはこの時やっと神役から解き放たれ、人間に戻れるのだと う。　
以上のユークイ祭祀の詳細は、二〇一七年の再取材によって、アーグシャー村山マサヨさん（任期











ある。一五歳で高校入学のために島を離れ、卒業後も島には就職先がないので帰省することなく、宮古島（平良）で家庭を築いた。そして同級生 ちは四〇代 迎え、子どもたちも成長 た一九九二年、池間大橋が開通した。ふるさとへ出かける機会が多くなり、気づいたことは島が想像以上に衰退し年寄りの一人暮らしと老々介護が増えているこ だっ 。　
高校卒業以来続けてきた六人の模合の席は 情報交換の場となった。 「どこのおばあは介護施設に
入れられたってよ。そうよ、あのおじいも遺骨になって島に戻ってきたって」 。つまり病院や介護施設のない池間島では島外の施設に入る以外な のであり、島 出ることは死を意味していたのだ。　
同級生グループは、手料理を持参してお年寄りたちを接待する夕食会を始めた。二〇〇三年のこと
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だった。会場はメンバーの夫の実家だった。当初は声かけをした六、七人から始まり、食事とゲームを楽しんだ 回を重ねるごとに参加者が増えていき、六三人になった。宮古島市に交渉して、 「池間島離島振興総合センター」 （離島文化 保存振興、産業 社会教育、生活改善の推進など多目的な総合施設）を無料で借り受けることに成功する。
待ち望まれた介護施設実現に向けた行政への働きかけ





































葉から抽出したオイルの商品化。南太平洋の島々では古来から皮膚疾患の万能薬として使われてきた歴史があり、近年では欧米 コスメ業界からも注目されているという。さっそく島おこ 運動の一環として「ヤラブの森作り」を実践し、同年七月に自治会所有地にヤラブの苗一〇〇本とアカバナ五〇本の苗が住民によって植樹された。一〇年後にはこの森からヤラブの実 収穫し 「タマヌオイル」を池間島 新 い産業に育 ることを目指していくという。　
奨学金制度の基金となったカレンダーの二〇一九年版は、私も写真を提供し、二〇一八年九月二九
























































学び、次世代に継承するアマイウムクトゥプロジェクトの取り組みなどが循環し、 「今日も楽しいね」といって生きられる地域共同体の再生への道が着実に実 結び始め いる【注】（1）









	 南琉球研究会は法政大学の鴨澤巖文学部教授（一九二四～二〇〇三）を代表として結成され、宮古諸島をおもなフィールドにした調査が行われた。参加者の筆者は調査の 部を『法政』 （一九八五年一〇月号）に「離島・池間島（沖）に生きる女たち 労働と祭祀」として報告。当調査参加をきっかけに単独で池間通いを続けた。
（6）






































20）	 大正十年度「沖縄県立水産試験場事業報告」前掲『 農林水産行 史』 （第十七巻） 、七 〇 七 六頁。
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42）	 南島地名研究センター編『南島の地名』 （第１集） 、新星図書出版、 九八三年、七〇～七六頁。
（
43）	 岡本恵昭「葬送の習俗『魔除け』 」南島研究会編『南島研究』第一九号、一九七 年、五八頁。
（
44）	 飯島吉晴「骨こぶり習俗」 『日本民俗学』第一五四号、日本民俗学会、一九八四年、 頁。
（
45）	 伊波普猷「南島古代の葬制」 『伊波普猷全集 五巻、平凡社、一九七四年、三五頁。
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48）	 折口信夫「かまどの話」 『折口信夫全集』 （ノート編第七巻） 、中央公論社、一九七 年、四〇〇～四〇一頁。
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. 「離島・池間島（沖縄）に生きる女たちの労働と祭祀」 『法政』法政大学、一九八五年、一〇月号。「サンゴ礁の海に生きる南島の女たち」 『中央評論』中央大学、一九八七年、七月号。 「一冊のノートとの出会い─池間島の漁業と離島苦の女性労働」 『地域と文化』南西印刷出版部（ひるぎ社） 、第四五号、一九八七年。
.
.
. 連載「沖縄の女たち」月刊誌『きらめきプラス』 （愛育出版） 、池間島に関しては
V
ol..56 ～
V
ol..63
（二〇一七年六月～二〇一八年三月） 。
